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水中の懸濁物に固定されている 137Cs の中には，容易に脱離する置換活性成分が存在する．本研究では，DGT

と呼ばれるパッシブサンプラーを用いて，福島県の河川で，137Cs の置換活性成分をその場サンプリングし，

置換活性成分濃度と懸濁態及び溶存態 137Cs 濃度の関係や河川流域との関係を報告する． 
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1. 緒言 

2011 年 3 月の福島第一原子力発電所事故により放出され今なお森林環境中に残存する 137Cs が，河川水系を

通じて生活圏に移動することが懸念されている[1]．この水環境中の 137Cs の大部分は，水中に浮遊する雲母鉱

物などの懸濁粒子に吸着しており，端面の風化した領域には，置換活性な比較的容易に脱離する 137Cs が存在

する．置換活性成分が懸濁態 137Cs 濃度と関係する可能性が示唆されている[2]．本研究では，福島県河川の複

数箇所において置換活性成分濃度を測定することで，137Cs の置換活性成分と溶存態，懸濁態 137Cs 濃度の関

係を明らかにすることを目的とする． 

2. 実験 

DGTとは環境中の微量金属イオンをその場サンプリングするために，1992年にW. Davisonら[3]によって開

発されたパッシブサンプラーの一種である．本研究で用いたCs用のDGTデバイスは，吸着ゲル，拡散ゲルを

重ねた上に，メンブレンフィルターを設置した構造を持ち，吸着ゲルには，Csに対して選択性の高い吸着剤

であるフェロシアン化銅が担持されている． 

福島県の河川の複数箇所に対して作製した DGT を適用した．デバイスの数は合計 11 個，設置期間は 2020

年 11 月 9 日から 16 日までの 7 日間とした．サンプリングした DGT の吸着ゲルに取り込まれた 137Cs を，Ge

半導体検出器を用いて放射能測定し，設置期間中の 137Cs 置換活性成分濃度を算出した．また，DGT を設置

した地点において懸濁態及び溶存態 137Cs 濃度，懸濁物質濃度を測定した． 

3. 結果・考察 

DGT に保持された 137Cs 置換活性成分濃度は，2019 年夏に同じ河川を対象に行われた研究と比較して 1 桁

ほど低い値であった．主な理由として，設置期間中の平均水温が 10℃近く低かった事による拡散係数の変化

の寄与等が考えられる．発表では，DGT で得られる置換活性成分に対する温度影響をより詳細に議論すると

共に，別途測定した溶存態，懸濁態 137Cs 濃度との関係を報告する． 
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